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１
年
の
中
で
特
に
農
作
業
事
故
の
発
生
が
多
く
な

る
下
記
の
期
間
に
お
い
て
、
全
国
で
春
の
農
作
業
安

全
確
認
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
が

け
に
よ
り
事
故
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

○
平
成

年
３
月
１
日
（
金
）
～
５
月

日
（
金
）

25

31

○
安
全
作
業
の
注
意
点

乗
用
型
田
植
機

・
運
転
手
の
乗
車
位
置
以
外
に
は
人
を
乗
せ
な
い
。

・
田
ん
ぼ
か
ら
出
る
際
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

ゆ
っ
く
り
と
出
る
。

・
植
付
爪
に
石
、
ワ
ラ
な
ど
異
物
が
か
み
込
ん
だ
場

合
に
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
除
去
す
る
。

・
不
用
意
に
植
付
部
の
下
に
入
ら
な
い
。
入
る
場
合

は
必
ず
昇
降
部
の
落
下
防
止
装
置
を
固
定
し
て
か

ら
行
う
。

ト
ラ
ク
タ
ー

・
基
本
的
に
、
安
全
フ
レ
ー
ム
等
を
装
着
し
た
ト
ラ

ク
タ
ー
を
運
転
す
る
。

・
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
降
り
る
時
や
ロ
ー
タ
リ
ー
の
点

検
、
清
掃
時
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
と
作
業
機
が
停
止

し
た
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
行
う
。

・
作
業
機
の
着
脱
は
、
平
坦
で
安
全
な
場
所
で
行
う
。

・
道
路
走
行
時
、
ほ
場
へ
の
出
入
り
時
は
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
を
確
実
に
連
結
す
る
。

・
周
囲
に
人
が
い
な
い
か
、
ま
た
、
周
辺
の
地
形
を

十
分
に
確
認
す
る
。

・
路
肩
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
は
、
草
刈
り
を
し
た

り
、
目
印
を
立
て
た
り
す
る
。

草
刈
り
機

・
足
場
が
滑
り
や
す
い
な
ど
条
件
の
悪
い
場
合
は
、

無
理
に
作
業
し
な
い
。

・
作
業
す
る
前
に
、
石
や
空
き
缶
な
ど
の
障
害
物
を

取
り
除
く
。

・
保
護
メ
ガ
ネ
、
作
業
靴
、
す
ね
当
て
な
ど
の
保
護

具
を
必
ず
身
に
つ
け
る
。

・
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
は
、
刃
を
地
面
か
ら
浮
か
せ
て

行
う
。

・
一
緒
に
作
業
し
て
い
る
人
の
位
置
を
、
常
に
確
認

す
る
。

・
石
や
刈
刃
の
破
片
が
飛
ば
な
い
よ
う
に
、
必
ず
飛

散
防
止
カ
バ
ー
を
取
り
付
け
る
。

・
刈
刃
に
草
が
巻
き
付
い
た
場
合
は
、
必
ず
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
て
か
ら
取
り
除
く
。

耕
う
ん
機
・
管
理
機

・
ク
ラ
ッ
チ
を
つ
な
ぐ
と
き
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
回
転

数
を
落
と
す
。

・
バ
ッ
ク
す
る
時
は
、
エ
ン
ジ
ン
回
転
を
下
げ
、
足

元
や
後
方
を
十
分
確
認
し
て
操
作
す
る
。

・
耕
う
ん
部
に
異
物
が
か
み
込
ん
だ
場
合
は
、
必
ず

エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
取
り
除
く
。

・
ほ
場
が
堅
い
場
合
は
、
低
速
度
で
、
浅
め
に
耕
う

ん
し
て
飛
び
出
し
に
注
意
す
る
。

・
ハ
ン
ド
ル
を
持
ち
上
げ
旋
回
す
る
場
合
は
、
爪
ク

ラ
ッ
チ
を
「
切
」
に
し
て
旋
回
す
る
。

春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動

熊本県の農作業死亡事故の現状

※注意 農作業死亡調査による。平成24年の件数は、
調査未実施のため未確定。調査後の結果により変動
することがあります。

毎年、10名前後の尊い命が農作業事故により
失われています。
特に、65歳以上の高齢者やトラクターによる
事故が多いのが特徴です。
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カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
あ
た
っ
て
は
、
ミ

ツ
バ
チ
に
農
薬
散
布
に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、

近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事

前
に
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
農
薬
散
布
に
あ

た
っ
て
は
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
農
業
技
術
課

-
-

℡
０
９
６
３
３
３
２
３
８
１

-
-

畜
産
課

℡
０
９
６
３
３
３
２
４
０
１

阿
蘇
地
域
難
病
患
者
と
家
族
の
会
「
ふ
れ
愛

」
97

で
は
、
会
員
や
関
係
機
関
の
職
員
が
作
成
し
た
作
品

の
展
示
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
絵
画
や
写
真
、
手

作
り
の
手
芸
品
な
ど
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
展
示
予

定
で
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
開
催
時
期

平
成

年
４
月

日
（
水
）
～
４
月

25

10

日
（
水
）
午
前

時
～
午
後
５
時

17

10

※
最
終
日
の
４
月

日
（
水
）
は
、
午
前
中
の
み
の

17

開
催
。

○
場
所

あ
そ
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
阿
蘇
市
内
牧
字

-

霜
町
２
８
９
１
）

※
旧
ス
ー
パ
ー
コ
ア
ラ
、
い
ま
き
ん
食
堂
の
ち
か
く

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

ふ
れ
愛

代
表

高
橋

97

-
-

℡
０
９
６
７
４
２
１
０
８
７

阿
蘇
地
域
難
病
患
者
と
家
族
の
会

「
ふ
れ
愛

」
作
品
展
示
会

97

自衛隊入隊者壮行会

力強い決意で入隊
ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る

農
薬
危
害
防
止
に
つ
い
て

３月６日、「自衛隊入隊者壮行会」が役場で開催さ
れました。入隊者紹介の後、草村町長や草村征憲父
兄会高森支部長から激励の言葉が送られ、入隊者が
力強く決意を表明しました。今年度の入隊者は次の
５名です。（敬称略）
【防衛大学】安藤龍馬（永野原・小楢木）
【陸上自衛隊】宇藤康大（色見・西丁）、林英次（高
森・上在）、東真理子（高森・昭和）、頭士理華子
（河原・上玉来）

２月28日、東京都で「消防団等地域活動表彰式」
が開催され、高森町消防団が防災功労者消防長官表
彰を受賞しました。これは、当町消防団が、昨年発
生した7・12豪雨災害に際し危険を顧みず積極的に
救助活動を行い人命の安全確保及び被害の軽減に尽
力したことが認められ表彰されたものです。

防災功労者 消防長官表彰
高森町消防団が受賞
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平
成

年

月

日
、
公
益
財
団
法
人
中
央
競
馬

24

12

20

馬
主
社
会
福
祉
財
団
の
助
成
金
を
活
用
し
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
梅
香
苑
へ
車
両
１
台
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
車
両
（
ト
ヨ
タ
・
ハ
イ
エ
ー
ス
ワ
ゴ
ン
・

Ｇ
キ
ャ
ビ
ン
）
は

人
乗
り
で
梅
香
苑
デ
イ
サ
ー
ビ

10

ス
セ
ン
タ
ー
の
送
迎
用
車
両
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

平
成

年
３
月
に
高
森
町
と
南
阿
蘇
村
の
間
で
消

25

費
生
活
相
談
に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
、
南
阿
蘇
村
の
相
談
窓
口
で
も
消
費
生
活

相
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
振
り
込
め
詐
欺
や
訪

問
販
売
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務
問
題
な
ど

を
専
門
の
相
談
員
が
受
け
付
け
、
解
決
方
法
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
関
係
機
関
へ
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
南
阿
蘇
村
と
の
連
携
に
よ
り
両
町
村
で
多

発
し
て
い
る
消
費
者
被
害
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

す
み
や
か
に
住
民
の
皆
さ
ま
に
消
費
者
被
害
の
注
意

を
呼
び
か
け
、
被
害
の
拡
大
防
止
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
消
費
者
問
題
の
具
体
例

や
注
意
点
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
学
校
や
老

人
会
な
ど
へ
の
訪
問
や
出
前
講
座
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。

今
回
の
連
携
に
伴
い
、
高
森
町
の
窓
口
開
設
の
日

程
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
相
談
窓
口
開
設
日
程
（
平
成

年
４
月
か
ら
）

25

※
南
阿
蘇
村
の
相
談
窓
口
は
久
木
野
庁
舎
に
な
り
ま

す
が
、
第
２
火
曜
、
第
３
火
曜
は
相
談
会
場
が
変

わ
り
ま
す
。

※
相
談
員
の
不
在
時
、
ま
た
は
金
曜
日
は
役
場
職
員

（
政
策
推
進
課
・
消
費
者
行
政
担
当
）
が
対
応
い

た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
推
進
課

消
費
者
行
政
担
当
（
内
線
１
５
４
）

中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財
団
の
助
成
金

を
活
用
し
送
迎
車
両
１
台
整
備（
梅
香
苑
）

平
成

年
４
月
か
ら

25

消
費
生
活
相
談
が
変
わ
り
ま
す

▲梅香苑デイサービスセンターの送迎用車両として使われています

曜
日

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

開
設
町
村

高
森
町

南
阿
蘇
村

高
森
町

南
阿
蘇
村

開
設
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時

午
前

時
～
午
後
３
時

10

※
第
２
週
は
白
水
庁
舎
、

第
３
週
は
長
陽
他
庁
舎

午
前
９
時
～
午
後
４
時

午
前

時
～
午
後
３
時

10
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熊
本
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の

学
習
を
応
援
す
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
応
援
の
塾
」
と

「
地
域
の
学
習
教
室
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。「
ひ
と

り
親
家
庭
応
援
の
塾
」
は
、
県
内
各
地
の
学
習
塾
に

協
力
を
お
願
い
し
て
設
置
し
て
お
り
、
割
引
料
金
で

学
習
塾
に
通
え
る
他
、
教
材
の
無
料
配
布
な
ど
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
割
引
率
や
支
援
の

内
容
は
塾
に
よ
っ
て
違
う
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
塾
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

「
地
域
の
学
習
教
室
」
は
、
地
域
の
社
会
福
祉
施

設
や
公
民
館
な
ど
を
確
保
し
、
同
時
に
学
習
支
援
を

志
願
す
る
方
々
を
募
り
、
負
担
を
抑
え
た
安
心
の
学

習
環
境
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
す
る
事
業
で
す
。
参

加
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
ほ
か
、「
実
施
場
所
」
を
提

供
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
学
習
支
援
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
同
時
募
集
中
で
す
。
い
ず
れ
も
、
詳
し
く

は
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
「
ひ
と
り
親
家
庭
等
応
援
サ
イ

ト
」
を
検
索
し
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
連
絡
先

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

-
-

℡
０
９
６
３
２
４
２
１
３
６

（
受
付
時
間

平
日
９
時
～

時
）

17

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、
感
電
事
故

防
止
の
た
め
、
電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や

魚
つ
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
、
釣
り
糸
が
電
線
に
か

か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く

の
九
州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
株
式
会
社

大
津
営
業
所

-
-

℡
０
１
２
０
９
８
６
６
０
２

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
学
習
支
援
に
つ
い
て

九
州
電
力
か
ら
感
電
事
故
防
止
の

お
願
い

よ
う
し

ひ
と
畝
ご
と
に
イ
ナ
バ
ウ
ア

正
面
切
っ
て

ビ
ン
タ
覚
悟
で
言
う
て
や
る

こ
ら
大
事
ッ

利
休
の
茶
碗
打
ち
割
っ
て

原
発
が

帰
り
た
く
て
も
帰
ら
せ
ん

原
発
が

故
郷
は
夢
で
見
る
ば
か
り

こ
ら
大
事
ッ

今
度
は
亀
が
寝
忘
れ
た

不
承
不
承

コ
ー
チ
の
平
手
堪
え
と
こ

こ
ら
大
事
ッ

酒
の
せ
い
と
は
言
い
な
が
ら

こ
ら
大
事
ッ

い
ら
ん
匂
い
の
つ
い
て
来
た

よ
う
し

還
暦
か
ら
が
青
春
だ

よ
う
し

い
つ
か
親
父
を
越
え
て
や
る

友
の
訃
に
我
が
身
を
お
き
て
春
浅
し

芝
青
み
曾
孫
よ
ち
よ
ち
歩
き
初
め

初
雛
に
縁
な
く
曾
孫
ま
た
お
の
こ

こ
の
路
地
は
も
う
犬
ふ
ぐ
り
咲
く
頃
と

一
人
寄
り
二
人
寄
り
し
て
炉
辺
話

己
の
内
の
鬼
を
祓
ひ
て
豆
を
撒
く

勘
三
郎
な
き
二
月
の
大
歌
舞
伎

紅
梅
の
開
く
気
配
や
神
の
庭

節
分
に
犬
の
餌
ま
く
高
々
と

肥
後
狂
句
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原

正
成

大
塚
ほ
た
る

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

桐
原

寿

林

久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄

泰
子

平
田
ル
リ
子

岩
下

雅
子

馬
原

要
子

岩
下

扶
美

青
木
千
賀
子

俳

句
（
高
森
菜
の
花
句
会
）




